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1 安全

1.1 指定用途
Field Xpert は、3.5 イ ンチタ ッチス ク リ ーンを備えた Windows Mobile ベースの工業用 PDA です。 
HART デバイ スに 1 対 1 で接続する VIATOR Bluetooth モデム ( オプシ ョ ン ) を使用し た無線通
信、 あ るいは WiFi と  エン ド レ スハウザー社製 Fieldgate FXA520 を介し た無線通信を行います。 
Field Xpert はまた、 資産管理向けの独立し た機器と し て もお使いいただけます。 こ の機器は、 本
書に記載されている用途のみに、 エン ド レ スハウザー社が推奨する構成部品 と併用する場合に
限って使用でき ます。 各構成部品は、 必要に応じ て、 該当する認証を受ける必要があ り ます。

1.2 設定と操作 
Field Xpert は、 本書の指示に従って接続、 操作、 保守を行って く ださい。 作業者には権限が必
要で、 適当な資格を所持し ている必要があ り ます。

本製品の適切かつ安全な運転のための前提条件は、 適切な輸送、 正しい保管および取付け、 慎
重な操作および保守です。

1.3 運用上の安全策

運用環境 Field Xpert は、 さ まざまな動作環境に対する欧州統一規格 (EN) を満た し ています。 技術データ
に記載されている許容動作条件を遵守し て く ださい。 VIATOR Bluetooth モデムは、 ATEX と  IS 
の認証を受けています。 

爆発危険区域 以下の防爆区域を考慮し て く ださい ：
• 防爆区域の外側での運用は、 Field Xpert 非防爆バージ ョ ン
• 爆発危険区域 Zone 1 での運用は、 Field Xpert Ex ATEX
• 爆発危険区域 Zone 1 での運用は、 Field Xpert Ex FM
• 爆発危険区域 Zone 1 での運用は、 VIATOR Bluetooth モデム

修理 Field Xpert のハウジングは開けないで く ださい。 内部には、 お客様によ る保守が必要な部品や、
修理が可能な部品は入っていません。 故障や欠陥が見つかった場合は、 エン ド レ スハウザー社に
返送し て く ださい。 機器のハウジングを開けた場合は、 保証および防爆認証が無効にな り ます。
VIATOR Bluetooth モデムについては、 後述のよ う に電池交換のために開ける こ と ができ ます。

1.4 適合宣言
防爆 / 非防爆の両バージ ョ ンに対し て、 EC 適合宣言が発行されています。
入手方法 ：
• エン ド レ スハウザー CD-ROM ( フ ォルダ Field Xpert/Confirmation)

1.5 技術上の改良
エン ド レ スハウザー社は、 本体機器だけでな く 、 ハード ウ ェアおよびソ フ ト ウ ェアに対し て技
術的な改良を、 随時、 事前の通告な しに行 う 権利を留保し ています。 かかる改良が該当機器の動
作に影響を与えない場合は、 それに関する文書は提出致し ません。 動作に影響を及ぼす場合は、
通常、 新しい取扱説明書を発行し ます。
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1.6 規則と記号

本書では、 安全関連の操作手順や代替操作手順を強調するために、 以下の規則を採用し ていま
す。 各規則に対応する記号を、 隣の欄に示し ます。 

安全に関する記号

防爆に関する記号

電気に関する記号

記号 意味

注意は、 適切に行わない と 動作に間接的に影響を及ぼす、 あ るいは機器の意図し ない応答を

招 く 可能性のあ る行為や手順を強調し ます。

警告 !
警告は、 適切に行わない と 人体の損傷、 または機器の不正な動作を招 く 恐れのあ る行為や手

順を強調し ます。

危険 !
危険は、 適切に行わない と 人体の損傷、 安全上の問題、 または機器の破損を招 く 行為や手順

を強調し ます。

記号 意味

防爆認定機器
機器の型式銘板に このシンボルが入っている場合は、 認定書の仕様に従った爆発危険区域へ

の設置も、 安全区域への設置も可能です。

爆発危険区域
爆発危険区域を示す図面に使用される シンボル。 " 爆発危険区域 " 指定の領域に配置する機器

や敷設する配線は、 規定された保護等級に適合し ている必要があ り ます。

安全区域 ( 爆発の危険のない区域 )
必要に応じ て、 爆発危険区域を示す図面に使用される シンボル。 安全区域に配置する機器で

も、 出力側が爆発危険区域内にあ る場合は認証が必要です。

記号 意味

直流電圧
直流の電流または電圧がかかる、 あ るいは供給される端子です。

交流電圧
交流 ( 正弦波 ) の電流または電圧がかかる、 あ るいは供給される端子です。

接地端子
操作者に関する限 り 、 接地システムによ ってすでに接地されている接地端子のこ と です。

保護用接地線接続
機器に他の接続を行 う 前に大地に接続する必要があ る端子です。

等電位接続 ( アース結合 )
プラ ン ト の接地点に行われる接続です。 国家または社内の慣例に従った中性点接地や等電位

線などのタ イプの ものにする こ と ができ ます。 



Field Xpert 2 確認作業

エン ド レスハウザー ジャパン 5

2 確認作業

2.1 開梱

2.1.1 目視検査

開梱時 ：

• パッ ケージの外観上の輸送によ る損傷の有無をチェ ッ ク し ます。
• 開梱持の損傷を防ぐために、 梱包材は慎重に取 り 除いて く ださい。
• 納入時の梱包材は、 後で機器を輸送する場合に備えて保管し ておいて く ださい。
• 付属の取扱説明書は、 大切に保管し て く ださい。

内容物に何らかの損傷が見られた場合は、 機器を稼動させずに、 エン ド レ スハウザー営業所にお
問い合わせ く ださい。 返送が必要になった場合、 可能であれば納入時の梱包材で梱包し てご返送
く ださい。 

2.1.2 納入範囲

機器の設定を行 う 前に、 必ず納品内容が一式揃っている こ と、 損傷し ていないこ と をチェ ッ ク
し て く ださい。 納品範囲 ： 

• Field Xpert
• 充電器 LG x 10
• ス タ イ ラ スセ ッ ト  ( ペン 2 本、 機器の裏面 )
• 取扱説明書 (" はじめに “と安全注意事項を含む )
• エン ド レ スハウザー CD-ROM ( アプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト ウ ェア )
• ヒ ューレ ッ ト パッ カード社 「Getting Started」 CD ( ポケ ッ ト  PC 取扱説明書、 ActiveSync 

4.x 以降、 Microsoft Outlook を含む )

オプシ ョ ン ：
• VIATOR Bluetooth モデム (HART フ ィ ール ド機器と共に使用、 単 4 形アルカ リ 電池 3 本含む )
• USB x 11 データ伝送セ ッ ト  ( ボ ッ ク ス 1 個、 ケーブル 2 本 )
• 革製キ ャ リ ーケース ( ス ト ラ ッ プおよびス タ イ ラ ス 1 本付き )

2.1.3 保管と輸送

Field Xpert 本体は丈夫に作られていますが、 その部品の中には、 激しい振動や衝撃には弱いも
のがあ り ます。 こ のため、 Field Xpert は、 過度の機械的な負荷から保護する必要があ り ます。
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2.2 機器名

機器名およびシ リ アル番号は、 型式銘板 ( ハウジングの裏面 ) に記載されています。 

機器タ イプは、 下表を使用し て製品コード から調べる こ と ができ ます。

SFX100 Field Xpert SFX100

認可

A

B

C

Y

非防爆区域

ATEX Zone 1/21

FM Class 1 Div 1

特殊バージ ョ ン、 要指定

アプリケーションソフトウェア

A1

A2

Device Xpert、 英語版

Device Xpert、 ド イ ツ語版

通信インターフェース

H1

XX

HART プロ ト コル -VIATOR Bluetooth モデム

使用し ない

オペレーティングシステムの言語

1

2

英語

ド イ ツ語

DD 更新契約 (2 年 )

A

X

選択

使用し ない

USB データ伝送セット

A

X

選択 (IR が使用不可の場合 )

使用し ない

革製キャリーケース

A

X

選択

使用し ない

SFX100
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3 はじめに

3.1 Field Xpert

エン ド レ スハウザー社製の Field Xpert は、 Windows Mobile ベースの高性能工業用 PDA です。
コ ンパク ト で、 ワ イヤレ ス LAN、 USB、 Bluetooth、 および 赤外線 （IrDa） の各ポー ト が搭載さ
れています。 Field Xpert は、 防爆区域の内外で稼動するプロセス産業の要件を満た し ています
（各種防爆認定書付き）。

3.1.1 Field Xpert - 概要

図 3-1: 前面と 背面のパネル構成部品

1

2

3

4

5

6

7

8

ハウジング

無線 / 通知 LED イ ンジケータ

消灯 = WiFi、 Bluetooth 共にオフ f

青色点滅 = WiFi および / または Bluetooth が

オン

緑色点滅 = 通知イベン ト が発生し ている

充電 LED イ ンジケータ

消灯 = 充電な し

赤色点滅 = 充電中

赤色点灯 = 充電完了

タ ッ チス ク リ ーン

電源ボタ ン ( オン / オフ )

F4 ボ タ ン (HP 表示 ： iTask ボタ ン )

F3 ボ タ ン (HP 表示 ： メ ッ セージボ タ ン )

iPAQ ワ イヤレ ス開始は、 2 秒間押し たま まに

する

5 ピン充電プラ グ (USB コネ ク タ、 電源充電器

を使用し た場合に限 り 作動 )

9

10

11

12

13

14

15

16

ス ピーカ と マ イ ク ロ ホン

F2 ボ タ ン (HP 表示 ： コ ン タ ク ト ボタ ン )

HP プロ テ ク ト ツールの開始は、 2 秒間押し た

ま まにする

F1 ボ タ ン (HP 表示 ： カレ ンダボタ ン ) 

縦横のモード切 り 替えは、 2 秒間押し たま ま

にする

5 ウ ェ イナビゲーシ ョ ンボタ ン、 リ ス ト を ス

ク ロールするか押し て選択する ( ジ ョ イ ス

テ ィ ッ ク と 同じ操作方法 )

F5 ボ タ ン

Device Xpert 設定ソ フ ト ウ ェ アの開始

2 つの リ セ ッ ト ボタ ン、 ソ フ ト リ セ ッ ト 用

IrDa Infrared ポー ト

ス タ イ ラ ス ス ロ ッ ト  × 2

F5
F1

F2

F3
F4

OK

Field Xpert

10 11 12 13 14 151 2 3

4 165697

8

9
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3.1.2 Field Xpert の使用準備

" 警告
• Field Xpert は、 必ず満充電し てから USB ケーブルでコ ンピ ュータに接続し て く ださい。 充電

せずに接続する と、 機器が損傷する恐れがあ り ます。

1. Field Xpert のバッ テ リ パッ ク を完全に充電し ます。
充電方法には、 以下の 2 つがあ り ます。

図 3-2: 充電器を直接接続または USB 接続セ ッ ト を使用

2. バッ テ リ パッ ク が完全に充電される までお待ち く ださい ( 赤色  LED が点灯し ます )。

3.1.3 Field Xpert の電源オンオフ

• 電源ボタ ンを押すと、 Field Xpert の電源がオンにな り ます。
• 電源ボタ ンを約 3 秒間押すと、 Field Xpert の電源がオフにな り ます。

F5
F1

F2

F3
F4

OK

Field Xpert

F5
F1

F2

F3
F4

OK

Field Xpert
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3.2 VIATOR Bluetooth モデム ( オプシ ョ ン )

VIATOR Bluetooth モデムは、 HART 対応のフ ィ ール ド機器に一時的に接続する ための 1 対 1 通
信用イ ン ターフ ェースです。 主に設定管理ツール と し て使用し ます。 爆発危険区域に対する認可
を受けてお り 、 交換可能な電池によ り 約 20 時間動作し ます。 このモデムは、 Bluetooth を経由し
て Field Xpert と通信し ます。 モデム自体をケーブルで HART フ ィ ール ド機器に物理的に取 り 付
けます。 第 5 章を参照し て く ださい。

VIATOR Bluetooth モデムは、 大通信距離 100 メ ー ト ルの ク ラ ス 1 Bluetooth 無線を備えていま
す。 ただし、 Field Xpert はク ラ ス 2 Bluetooth アダプタ を使用し ている ため、 無線範囲は 10 メ ー
ト ルに制限されます。 無線範囲は、 2.4 GHz ISM バン ド転送を行 う 機器が周囲にあ る場合、 その
干渉によ り 通信距離が短 く なる可能性があ り ます。 こ う いった干渉源には、 コード レ ス電話や無
線ネ ッ ト ワーク機器、 電子レンジなどがあ り 、 Bluetooth 接続の確立を妨げ、 HART ネ ッ ト ワー
ク の メ ッ セージ再試行の原因と なる こ と も あ り ます。

3.2.1 VIATOR Bluetooth モデム - 概要

図 3-3: ケーブル付きモデム
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3.2.2 VIATOR Bluetooth の使用準備

1 VIATOR Bluetooth モデムには単 4 型アルカ リ 電池が 3 本必要です。 電池は付属し ています。 
この電池を、 VIATOR Bluetooth モデムの電池室のねじ を緩めて挿入し ます。

2 電池のプラ ス極 と マイナス極に注意し て正し く セ ッ ト し て く ださい。

3 電池室のカバーを閉じ てねじ を締めます。

! 注意 !
• 電池を節約する ために、 モデムを使用し ない と きは電源をオフ し てお く こ と をお勧めし ます。

3.2.3 電源ボタ ン

• 電源ボタ ンを押し てすぐ放すと、 モデムの電源がオンにな り ます。 こ の動作は、 緑色 LED が
一旦点灯し てから点滅する ( 本機器がオン し た こ と を示す ) こ と によ って確認でき ます。
モデムの電源がオンになる と、 自動的に Bluetooth 機能がア ク テ ィ ブにな り ます。

• 電源ボタ ンを約 2 秒間押すと、 モデムの電源がオフにな り ます。 ボタ ンを押し ている間は緑
色 LED が点灯し、 ボタ ンを放すと LED 表示と本機器の電源がオフにな り ます。

3.2.4 LED ステータ ス

• モデムがオンになっている状態で電源ボタ ンを押し てすぐに放すと、 電池残量が表示されま
す。

• 4 回点滅 = 電池残量 80% 以上
3 回点滅 = 電池残量 50% 以上
2 回点滅 = 電池残量 30% 以上
1 回点滅 = 電池残量 10% 以上
点滅な し = 電池残量 10% 未満
直ちに電池を交換する こ と をお勧めし ます。

3.2.5 低電圧ロ ッ クアウ ト

電池電圧が停止電圧 2.8 V を下回る と、 モデムの電源が直ちに自動で切れます。 電池を交換し て
く ださい。

" 警告
• モデムの電源が自動的に切れた場合、 電池の交換後に再送信を行って、 交換前の 後の操作

が機器に転送されている こ と を再度確認し て く ださ い。

3.2.6 不使用時の電源オフ

VIATOR Bluetooth モデムは、 Bluetooth 接続がない状態で 30 分経過する と、 電池を節約する ため
に電源が切れます。 こ の場合、 使用時には電源ボタ ンを押し てモデムの電源をオンする必要があ
り ます。
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3.2.7 最初の接続

VIATOR Bluetooth モデムは、 標準 Bluetooth SPP (Serial Port Profile ： シ リ アルポー ト プロ フ ァ イ
ル ) を使用し ます。 このプロ フ ァ イルは、 ほ と んどの Bluetooth ホス ト でサポー ト されています。 
SPP を使用する と、 仮想シ リ アル COM ポー ト が生成されます。 これによ り 、 こ のイ ン ター
フ ェース を、従来の内蔵シ リ アル COM ポー ト と同様に HART の適用分野で使用する こ と ができ
ます。

VIATOR Bluetooth モデムには、“MACTekVIATORXXXX” と い う フ ォーマ ッ ト で予め Bluetooth 機
器名が設定されています。 “XXXX" は Bluetooth MAC ア ド レ ス下 4 桁の 16 進数を表し ます。 
Bluetooth MAC ア ド レ スは、 フ ロ ン ト ラベルのシ リ アル番号の上に印刷されています。 こ の名前
を使用し て、 動作中の Bluetooth 環境で正しい機器を選択し ます。 Bluetooth モデムを 初に接続
する場合は、 PIN コード を使用し て接続を確立する必要があ り ます。

PIN コード ： mactek ( すべて小文字 )

Bluetooth ス タ ッ ク の多 く は、 初に VIATOR Bluetooth モデムへの SPP 接続を確立する と きに、
2 つの COM ポー ト  ( 着信 と発信 ) を作成し ます。 発信 COM ポー ト 番号は、 Device Xpert で使用
されます。 こ の接続のセ ッ ト ア ッ プを行 う のは、 初に VIATOR モデムを使用する と きだけで、
Field Xpert に PIN コード と COM ポー ト 番号が記憶されます。

3.2.8 VIATOR Bluetooth イ ン ターフ ェースについて さ らに学習する

内容 参照先

VIATOR Bluetooth イ ン ターフ ェースの使用 - MAKTec 製品サイ ト

www.mactekcorp.com
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3.3 Device Xpert

Field Xpert には、 Device Xpert、 またはその他のソ フ ト ウ ェアツールが同梱されています。

本書は、 設定ソ フ ト ウ ェアツール Device Xpert に関する ものです。 エン ド レ スハウザー社の 
Device Xpert は、工業用途向けの完備された HART 通信機器と し て Field Xpert をサポー ト し てい
ます。

! 注意 !
• Device Xpert の使用方法については、 オン ラ イ ンヘルプを参照し て く ださい。

3.3.1 ラ イセンスの有効化

Field Xpert は、 Device Xpert 設定ソ フ ト ウ ェ アのラ イセン ス を有効化し た状態で納入されます。
このラ イセン ス を維持、 または更新するには、 以下の説明に従って く ださい。

USB 通信セットによる
ライセンスの有効化

• USB 通信セ ッ ト によ る ラ イセン スの有効化を行 う には、 設定済みの ActiveSync が必要です。
使用する PC に ActiveSync がイ ン ス ト ールされている こ と をチェ ッ ク し て く ださい。
イ ン ス ト ールされていない場合は、HP CD-ROM を使用し て ActiveSync を イ ン ス ト ールし ま
す。

• Field Xpert の USB ケーブルを PC の USB ソ ケ ッ ト に接続し ます。
• ActiveSync を開始し ます。

Device Xpert での
ライセンスの有効化

以下のステ ッ プにはイ ン ターフ ェースによ る違いはあ り ません。 すべてのイ ン ターフ ェースに
対し て有効です。
• Device Xpert を起動し ます。
• Help を ク リ ッ ク し ます。
• フ ォームの項目をすべて入力し て、 ラ イセン ス を有効にし ます。

シ リ アル番号は、 Field Xpert 上 と、 CD カバーのステ ッ カに印字されています。
• “Activate” ； 有効化または "Refresh” ； 更新を ク リ ッ ク し て、 ラ イセン ス を取得、 または更新

し ます。
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4 Field Xpert パッ ケージの設定

ご注文内容に応じ て、 Field Xpert パッ ケージには以下のものが含まれています。

• Field Xpert 工業用 PDA (+ 付属品 )
• VIATOR Bluetooth モデム
• Device Xpert 設定ソ フ ト ウ ェア

4.1 VIATOR Bluetooth モデムとの接続

• 機器への接続については、 第 5 章を参照し て く ださい。
• 電源ボタ ンを押し てすぐ放すと、 モデムの電源がオンにな り ます。 こ の動作は、 緑色 LED が

一旦点灯し てから点滅する ( 本機器がオン し た こ と を示す ) こ と によ って確認でき ます。
モデムの電源がオンになる と、 自動的に Bluetooth 機能がア ク テ ィ ブにな り ます。
モデムの LED が説明どお り 反応し ない場合は、 "3.2.4 LED ステータ ス " の章を参照し て く
ださい。

• 電源ボタ ンを短い間押すと、 Field Xpert の電源がオンにな り ます。
• 次に、 iPAQ Wireless 機能を開始する こ と によ って、 Field Xpert の Bluetooth 機能を有効にし

ます。

図 4-1: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - iPAQ Wireless

• Bluetooth ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 Bluetooth を有効にし ます。 こ の有効化は、 Bluetooth ア
イ コ ンの色が緑色に変化する こ と で示されます。 Field Xpert の LED の場合は青色に点滅し ま
す。
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• Bluetooth Manager を選択する と、 Bluetooth イ ン ターフ ェースの画面が開き ます。
"New" ； 新規を選択し て新しい接続を作成し ます。 選択 リ ス ト が開き ます。

図 4-2: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - 選択 リ ス ト

• 下方にス ク ロールし、 "Explore a Bluetooth device" ； Bluetooth 機器の検索を選択し ます。
使用可能な Bluetooth 機器がすべて表示された画面が開き ます。

図 4-3: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - 使用可能な Bluetooth 機器
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• “MACTekVia...” (MACTek VIATOR Bluetooth モデム ) を選択し ます。 設定画面が開き ます。

図 4-4: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - MAKTek モデム

• "Service Selection" ； サービ スの選択で "SPP" を選択し、 "Next" ； 次へを ク リ ッ ク し ます。
• 次の画面で、 "Finish" ； 終了を ク リ ッ ク し ます。
• これで、 モデムを “My Shortcuts” ； マイ シ ョ ー ト カ ッ ト で使用でき る よ う にな り ます。

図 4-5: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - マイ シ ョ ー ト カ ッ ト

• Bluetooth Manager を閉じ ます。
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4.2 Device Xpert への接続
• Device Xpert 設定ソ フ ト ウ ェアを起動し、 "View" ； 表示、 "Configuration" ； 設定を選択し ます。

図 4-6: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - Device Xpert 設定

• 次に、 "Add connection" ； 接続の追加を選択する と、 設定画面が開き ます。 分か り やすい接続
名を付け、 下記に示すよ う に設定を選択し ます。

• Bluetooth 接続の場合でも、 "Serial" ； シ リ アルを選択し て く ださい。
• ア ド レ スの範囲は、 機器に応じ て設定する こ と ができ ます。 

ア ド レ スが不明な場合は、 0 ～ 15 のま まにし てお く こ と をお勧めし ます。

図 4-7: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - Bluetooth モデムの設定
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• "Communications" ； 通信で "Locate Port" ； ポー ト の検索を ク リ ッ ク し ます。
• デフ ォル ト のポー ト は "COM8" です。 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト で直接 "COM8" に移動し、 選

択する こ と もでき ます。

図 4-8: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - Bluetooth モデムの設定

• ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から接続を選択し、 "Scan" ； スキ ャ ンを ク リ ッ ク し ます。
接続されている機器の リ ス ト が表示されます。

図 4-9: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - 接続の選択

• 本機器を ク リ ッ ク し て、 設定を開始し ます。
• パス ワー ド を入力する必要があ る場合は、 第 3.2.7 章を参照し て く ださい。

! 注意 !
• 本機器の設定方法の詳細については、 Device Xpert 設定ソ フ ト ウ ェ アのオン ラ イ ンヘルプ、 ま

たは対応する機器の操作マニュ アルを参照し て く ださい。
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• “HART” レジス タで、 プ リ アンブル と リ ト ラ イ を変更する こ と ができ ます。
デフ ォル ト の設定を使用する こ と をお勧めし ます。

• “Remember Scan List”； スキ ャ ン リ ス ト の保存を選択する こ と ができ ます。同じ環境で何度も
作業する場合、 この機能を使用する こ と をお勧めし ます。

• この通信をセ ッ ト ア ッ プし た後、 ソ フ ト ウ ェ アの起動に戻る まで、 すべてのウ ィ ン ド ウ を閉
じ ておき ます。

• 本機器に接続するには、“Device” ； デバイ ス を選択し てから “Scan” ； スキ ャ ンを選択し ます。

図 4-10: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - デバイ ス スキ ャ ン
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4.3 DD (Device Description ： デバイス記述 ) の更新 ( オプシ ョ ン )

DD の更新はオプシ ョ ンです。 お使いのバージ ョ ンでは利用でき ない場合でも、 後から注文する
こ と ができ ます。 各地域のエン ド レ スハウザー営業所にお問い合わせ く ださ い。

4.3.1 USB 通信セ ッ ト による DD の更新

• USB 通信セ ッ ト によ る DD 更新を行 う には、 ActiveSync が必要です。
使用する PC に ActiveSync がイ ン ス ト ールされている こ と をチェ ッ ク し て く ださい。
イ ン ス ト ールされていない場合は、HP CD-ROM を使用し て ActiveSync を イ ン ス ト ールし ま
す。

• Field Xpert の USB ケーブルを PC の USB ソ ケ ッ ト に接続し ます。
• ActiveSync を開始し ます。

4.3.2 Device Xpert での DD の更新

以下のステ ッ プにはイ ン ターフ ェースによ る違いはあ り ません。 すべてのイ ン ターフ ェースに
対し て有効です。
• Device Xpert を起動し ます。
• "Device" ； デバイ ス を選択し て、 "Synchronize Library” ； ラ イブラ リ の同期を選択し ます。

図 4-11: ス ク リ ーンシ ョ ッ ト  - ラ イブラ リ の同期

• 同期は、 ク リ ッ ク後自動的に開始し ます。 DD サーバへの接続が確立され、 新のデバイ ス
記述がダウ ン ロード されます。

• この処理は、 "Close" ； 閉じ る を ク リ ッ ク し て終了し た と きに確定されます。
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5 HART デバイス との通信

5.1 モデムの接続

Field Xpert は、 VIATOR Bluetooth モデムを経由し て HART デバイ ス と通信し ます。 Field Xpert 
からモデムへの通信は無線です。 モデム と HART デバイ ス を接続する場合、 以下の方法があ り
ます。

5.1.1 負荷抵抗器での接続

図 5-1: 負荷抵抗器での接続

5.1.2 RN221 B での接続 ( 防爆バージ ョ ン )

図 5-2: RN221 B での接続 ( 防爆バージ ョ ン )
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6 ト ラ ブルシューテ ィ ング

当社のハード ウ ェアおよびソ フ ト ウ ェアは、 原則と し て ト ラブルを起こ さず動作する よ う に
なっています。 こ こ では、 万が一 ト ラブルが生じ た場合の解決策について説明し ます。

6.1 Field Xpert のリ セ ッ ト

Field Xpert の電源をオフ し て再度オンする こ と ができ ます。 こ の操作によ り 、 問題を解決でき る
場合があ り ます。 それでも問題が解消されない場合は、 以下の例を参照し て く ださ い。

6.1.1 ソ フ ト リ セ ッ ト

ソ フ ト リ セ ッ ト では、 すべての動作中のアプ リ ケーシ ョ ンが停止されますが、 プロ グ ラ ムや保
存データは消去されません。 保存し ていないデータは、 ソ フ ト リ セ ッ ト を実行する前に、 動作中
のアプ リ ケーシ ョ ンで必ず保存する よ う にし て く ださい。
• ソ フ ト リ セ ッ ト を実行するには、 キーパッ ド の 2 つの リ セ ッ ト ボタ ンを押し ます。
• Field Xpert が再起動し、 Today 画面が表示されます。

6.1.2 ク リーン リ セ ッ ト

" 警告
• ク リ ーン リ セ ッ ト では、 すべてのユーザー固有の設定、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および本機器の

データがク リ ア されます。 Field Xpert を ク リ ーン リ セ ッ ト する前に、 データ をすべて保存し て
いる こ と を確認し て く ださい。

• ク リ ーン リ セ ッ ト を実行するには、 F1 と  F3 と電源ボタ ンを押し たま まの状態で、
• リ セ ッ ト ボタ ンを約 2 秒間押し ます。
• Field Xpert が再起動し た ら、 まず F1、 F3、 電源ボタ ンを放し てから、 リ セ ッ ト ボタ ンを放

し ます。
• Field Xpert が リ セ ッ ト され、 電源がオンにな り ます。
• 画面上の指示に従って く ださい。 た と えば、 タ ッチス ク リ ーンを較正し ます。
• USB 通信セ ッ ト によ る Device Xpert の再イ ン ス ト ールを行 う には、設定済みの ActiveSync が

必要です。
使用する PC に ActiveSync がイ ン ス ト ールされている こ と をチェ ッ ク し て く ださい。
イ ン ス ト ールされていない場合は、HP CD-ROM を使用し て ActiveSync を イ ン ス ト ールし ま
す。

• Field Xpert の USB ケーブルを PC の USB ソ ケ ッ ト に接続し ます。
• ActiveSync を開始し ます。
• Device Xpert をエン ド レ スハウザー社 CD-ROM から イ ン ス ト ールし ます。

6.2  VIATOR Bluetooth モデムの接続に関する問題

接続に問題があ る場合は、 以下の手順を試し て く ださい。
• すべての HART アプ リ ケーシ ョ ンを終了する
• VIATOR Bluetooth モデムの電源をオフする
• 10 秒待機する
• VIATOR Bluetooth モデムの電源をオンする
• 10 秒待機する
• HART アプ リ ケーシ ョ ンを起動し、 COM ポー ト を開いてみる
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7 スペアパーツ

Field Xpert には以下のスペアパーツが用意されています。 必要に応じ て、 エン ド レ スハウザー
社にご注文 く ださい。

• マルチ充電器
• ス タ イ ラ スセ ッ ト  ( ペン 2 本 )
• モデム / イ ン ターフ ェース
• USB 通信セ ッ ト
• 革製キ ャ リ ーケース ( ス ト ラ ッ プおよびス タ イ ラ ス付き )
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〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

BA060S/33/ja/01.08(07.08)
STAR/FM+SGML 6.0J
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